
構成を検討・設計する必要がある。それは決して簡単では
なく、時間とコストがかかるため、検討の初期段階でつまず
くケースがある。構築はもちろん、その後の運用工程も複雑
化しており、これらをすべて自社内のリソースのみで行うこと
は困難な状況だ。
例えば GPUという要素 1つを取ってみても、その性能

を最大限に引き出すためのアーキテクチャー設計や、複数の
GPUを連携させるためのクラスター構成、それに伴うネッ
トワーク構成、ストレージ設計、さらにはソフトウェア部分
まで、求められる専門領域が多岐にわたる。
さらに、AIインフラは先述した電力という問題があるため、
他の ITシステムのインフラとは異なり、特にファシリティ面で
注意するべき点が多い。プライベート環境での構築を望む企
業は、自前のデータセンターや自社ビルへの設置を検討する
が、AIインフラは発熱の冷却対応、大量の電力供給が必要
不可欠であり、これを自社だけでカバーするのは困難だろう。

多彩な技術で包括的な支援を提供する  
「AIインフラソリューション」

こうした複雑化するAIインフラ構築の課題を解決するため、
NTTドコモビジネスが提供しているのが「AIインフラソリュー
ション」である。同ソリューションは、GPUサーバー、ネット
ワーク、ストレージ、超省エネ型データセンターなど、AI活
用に必要なインフラ基盤をワンストップで提供し、企業のAI
インフラの設計・構築・運用を包括的にサポートするものだ。
代表的なサービスや支援内容として以下の 4つが挙げられる。

1つめは、高性能 GPUを専有型で利用できる「Smart 
Data Platform(SDPF) GPUプラットフォーム」だ。これは、
国内データセンターで専有型のGPU基盤を IaaSとして提

AI活用の本格化に伴い生じた  
「インフラ構築の課題」

生成 AIや機械学習の活用が急速に拡大する現在、AIの
ためのインフラ整備は企業競争力に直結する重要な要素と
なっている。また、AIインフラの構築・運用に求められる技
術的要件に変化が生じている。AIモデルの高度化に伴い、
高性能なGPUや、こうしたGPUの高発熱に耐えられる
データセンター、広帯域ネットワークへの需要が急増。さら
にGPUにおいては、膨大な消費電力を必要とするという課
題があり、2018年の 100Wから 2024年には 700W超、
将来的には 15kW規模まで増加すると見込まれている。
もちろん、対策するべきはこうしたGPUや電力の問題だ

けではない。AIインフラ構築においてはネットワーク、スト
レージなどを含む総合的なアプローチが不可欠である。さら
に、製造業や半導体業界など設計情報をはじめとする機密
性の高い情報を扱う企業では、セキュリティの観点からパブ
リッククラウドの利用をためらうケースも少なくない。そのた
め、秘匿性の高いデータはオンプレミスやプライベートクラ
ウド、システム構築のスピードや柔軟性が求められるデータ
はパブリッククラウドといったように、ハイブリッドな環境を
構築し、用途に応じて使い分けることが重要となっている。

インフラからソフトまで広範な専門スキルが必須

AIインフラの整備は、多くの専門的なスキルが求められる。
先述のように、GPUやデータセンター、ネットワーク、スト
レージといったハード面の整備はもちろん、その上のミドル
ウェアやソフトウェアまで多岐にわたる要素があるため、そ
れらに関して自社のビジネス課題、利用用途に応じた最適な
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企業のAI活用を阻む
「インフラの壁」を乗り越える方法とは？

GPU、データセンター、ネットワークを駆使した統合的なアプローチ
ビジネスにおける AIの活用は急速に拡大している一方で、AIを用いた大規模なシステムの導入・活用には、高性能
な GPUだけでなく、データセンター、ネットワーク、ストレージといった複雑なインフラ整備が不可欠であり、多
くの企業が課題に直面している。本稿では、AIインフラの整備に求められる技術要素を踏まえ、AI活用を成功に導
くための最適なインフラ構築・運用のアプローチを解説する。



供するものだ。月額定額制で最新のGPUを利用でき、たと
えば、大規模言語モデルの事前学習やファインチューニング
などのGPU稼働率の高い用途では、プライベートクラウドよ
りも安価なコストで利用が可能となっている。また、高性能
なネットワーク構成とマネージドサービスでの提供により、運
用の安定性を確保している。

2つめは、液冷方式のサーバー機器に対応したデータセンター
「Green Nexcenter®」だ。液体冷媒を使った効率的な冷
却方式により、従来型データセンターでは冷却の限界と言
われていた 1ラックあたり20kW以上の電力消費に対応し、
現在サービス提供している大阪第 7データセンターでは最
大 80kWまで対応。冷却用の消費電力は従来比で 30％以
上削減可能だ。こうした超省エネ型データセンターにより、
高性能なGPUサーバーを高密度で配置できる。

3つめは、NTTが推進する IOWN®構想（最先端の光
関連技術および情報処理技術を活用したネットワーク・情報
処理基盤の構想）にもとづきAPN（オールフォトニクス・ネッ
トワーク）技術を取り入れた「docomo business APN 
Plus powered by IOWN®」だ。AI活用の拡大に伴う利
用形態の変化や多様性に応じ、大容量、低遅延かつ揺らぎ
のない通信品質の特長に加え、柔軟かつ迅速に帯域や経路
変更ができるネットワークを実現。
そして4つめは、「専門家による技術支
援」だ。NTTドコモビジネスは、NVIDIA
のGPUサーバー「DGXシリーズ」の設
置資格を持つコロケーションパートナーで
あるほか、AIインフラ基盤の設計 /構築に
知見をもつグループ会社のNTTPCコミュ
ニケーションズとの連携も可能だ。同社
は、NVIDIAのパートナー認定制度NPN 
(NVIDIA パートナー ネットワーク )において
「DGX AI Compute Systems」「Compute」

コンピテンシーで最上位レベルのエリートパートナー として認
定を受けている。高い技術力に基づき、AI用途に最適化した
アーキテクチャー設計・構築・運用を提供し、最適なAI環
境の実現をサポートする。

導入から運用までAI活用の定着を促進

企業は AIインフラソリューションを活用することで、複数
社にまたがるさまざまな技術要素を選定し、SIerなどにイ
ンテグレーションを依頼して構築するといった従来のシステ
ム構築の煩雑さを解消できる。
さらに同ソリューションは、導入段階だけでなく利用用途に
応じた最適なインフラ設計や運用チューニングを支援すること
で、企業のAI活用の定着とスケーラビリティ確保を実現する。
構成要素が複雑で専門スキルが多岐にわたるAIインフラにお
いて、この「ワンストップでの提供」と「フルマネージドでの
カバー」が、NTTドコモビジネスの独自価値となっている。

AIインフラの活用例は多岐にわたり、現在製造業や研究
開発機関などさまざまな事例が登場している。しかし、利用
目的やデータの特性に応じて最適なインフラ構成は異なり、
構築にあたっては多くの検討事項がある。その中でNTTドコ
モビジネスは、AIインフラの全領域をワンストップで提供し、
顧客それぞれに応じて最適なAI活用を強力に支援する。
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サーバー/ストレージ GPUプラットフォーム、
wasabiオブジェクトストレージなど

データセンター間
ネットワーク

docomo business APN Plus 
powered by IOWN ® など

データセンター Green Nexcenter ® 、Nexcenter

拠点間
ネットワーク

docomo business RINK ®

docomo business APN Plus powered by IOWN ® など

LLM tsuzumi

クラウド SDPFクラウド、パートナークラウド(AWS、
Microsoft Azure、Google Cloud)

運用保守/監視 X Managed® (ICTオペレーション)、
WideAngle (セキュリティオペレーション)

個社SI対応 実績豊富なSEによる構築/運用ソリューション

AIインフラソリューションは LLMからクラウド、データセンター、
ネットワーク、マネージドまでワンストップで提供可能
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